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事業報告書 
 

 

報 告 日 付 ： ２０２４年７月２８日 

事 業 名 ： 令和６年能登半島地震に関わる支援活動 

団 体 名 ： 特定非営利活動法人ソシオの杜 

代 表 者 名 ： 江頭 裕美  

T E L ： 0952-55-1077 

事業完了日： ２０２４年６月３０日 

 

 

事 業 費 総 額 ： １，０００，０００ 円 （収支計算書に記載の決算額） 

支 援 金 額 ： １，０００，０００ 円  （事業実施のために使用した支援金の総額） 

自 己 負 担 額 ： ０ 円   

支 援 金 受 入 済 額 ： １，０００，０００ 円   

支援金返還見込額： ０ 円   

 

1.事業内容 

ソシオエステティシャン・ソシオセラピストが避難者・支援者に対してエステの提供を 

４/21、5/2・3・4、6/9・10・11、6/24・25の９日間、珠洲市、能登町、七尾の避難所・仮設住宅・

炊き出しを行っていた公民館・地域の方が集まるサロン・支援者拠点ベース等で行った。 

2.事業評価 

1)事業目標の達成状況： 

【契約時の目標】 

活動人数１０人（延べ人数） 

仮設住宅・避難所・支援者拠点訪問(ソシオエステの提供)５か所 

ソシオエステの提供回数１５回 

総被施術者数 １００名 

【目標の達成状況】 

活動人数１２人（延べ人数） 

ソシオエステ提供場所 １３か所 

ソシオエステの提供回数 １９回 

総被施術者数 ２００名 

2)事業実施によって得られた成果： 

震災後、不安な気持ちを抱えながら、片付けなどで体が疲弊している被災者の方達に心と身体のケア

をを行うことで、その時だけでも笑顔になれたり、引きこもっていた部屋から出て、出かけてみよう

という気持ちになったり、体が楽になったなどと多くの方がおっしゃっていました。 

また、能登の方達は、我慢強く自分で抱え込んでしまう人も多く、そういう方達に助けを求める事、
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自分をいたわることの大切さもお伝えできたと思います。 

3)成功したこととその要因： 

支援拠点であるOPENJAPANの皆さんがエステやマッサージの必要性をしっかりと認識してくださり、そ

のうえで、必要な場所（仮設住宅や避難所など）で活動する体制を作ってくださったこと。そして、

ソシオエステティシャンやソシオセラピストが真摯に被災者の皆さんと向かい合ったこと。が目標 

していた人数を大きく上回った結果につながったと考えます。 

4)失敗したこととその要因： 

施術を待っていらっしゃる方が多く、お一人お一人にじっくりと丁寧に対応することができませんで

した。本当は、もう少しゆっくり話を聞いて欲しい方もいらしたのですが、皆がいる場所という事も

あり、難しかったようです。 

 


